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通商産某省主催の野外似発実敦において.多投の実包の Bonfire 試敦を米施した｡模擬火

薬皮内に弘前された31.OCO発の共包 (7.62mm小火告辞薬)入り赫 箱が,その回りにまき

が弘槻され.さらにそれらに灯油が振りかけられ,敦制的に燃焼された｡

カラー及び赤外線VTR.16mm常連カメラ,日祝等の状況租邦,音響泡定,温度国定および

耗放物の固定等が行なわれた｡その結果,噸凪の発生はないこと･弾薬飛散物は放火T･3･8m･

kg軽度のエネルギーで,それらはコンクリ-ト板や金桐によって外部-の飛散を防止できる

ことなどが明らかとなった,

1.序 甘

通産省主催の火範‡剛毛安技術突放において.大魚の

実包の燃焼実験を実施した｡

火薬類の燃焼実験は,当通産省主催の火棚 実政に

おいて,各桁の火薬.燦薬及び火工晶について.いく

つかの方法によって.過去多欺行なわれてきた｡それ

らのうち,野棉及び野横と何等の燃焼条件のもとでな

された燃焼実験は.次の三機に分類することができ

るl)｡

a)補助燃料を使用しない燃焼突放2)

自己推持燃塩をするかまたはその可能性のある多投

の火･X,爆薬及び火工晶について.爆発生起の可否,

松境から妙蕗-の転移,墳凪,塙肘熱等が調べられた｡

b)補助燃料として燃料油を使用したCookoq試験,

4咽 のスラリ一倍藁について,樹毘-の転移の可

能性があるかどうか等について就放された3)｡

C)補助燃料として木材を使用した Borlrtre洗敦

まき等を燃焼させ.試料を長い時問にわたって高温

下にさらす突放で.コンクIJ-ト破砕織,鈍用装弾英

/a,紐故用LF'.よう打ち統用空包の貯蔵t)に関して就故
がなされた｡

当来故は.従来の BonrlrC 実数に比べて.多丑の

火薬を含み.また多政の飛散物を発生するあまり例の
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ない突放であり,この関係の国内公衆報告はないので.

ここに紹介することにした｡

2. 兼敏の軽輩及び日的

当来敦は,昭和55年9月来,陸上自紡陳王城寺府税

習場 (宮城県所在)において,油滴座薬省主催の火張

類の保安技術実験のテーマ爽故の一つ,実包の貯戒に

関する実数として実施された｡

当実包の BonLire実験は,実牧場と費用の都合,

また弾薬飛放物の回収の組成さが考えられることから.

三方をコンクリート板ペいで囲み.天井を金網でおお

い.-側方のみを開放にした擁栂火鵡雄をつくり そ

の中に弾薬箱を貯蔵状憩にして典碗し.さらにその間

曲に,まきを税みあげ,全体に灯油 をかけて.実包

(7.62mm小火琳 薬)入り弥薬箱を憩fW的に松境さ

せて.藷計封を行なうことによってなされた｡

それらの計耐結果から,実包火邦雄の保安距把短絡

化がL可能かどうか等実包の貯蔵に関する保安技術基準

に関して検討を行なうことが目的であった｡

3.英 敬

3.1模擬火在庫

模擬火･n畦は,市庶晶として入手容易な-収規格の

ある資材を使用して組み立てた｡撹要因をFig.1に示

す｡その簡易構造物は描約 190czn,奥行約 180cn.高

さ約18伽皿で.JBA-5409の鉄筋コンクlJ-ト組み

立てべい用捷付柱と板2号,及びJISA-5006の空朋

コンクリートブロック(空気流入孔用)を使用して,

骨組及び側壁部を組み立てた｡板2号コンクリート板

の伴さは30mm で,空朋コンクリート7't7･/クの寸法

は10×19×39cnである｡

天井は直径4mm(#8)針金.方形柄日で 30×30
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Fig.1 SchemeoEminiatureca

Lrtridgemag拡ine.mmの約日間軌

広さ 102×200cnの金柄を10枚使用し.一

面につき2枚づっを.縦横交互に約日が盃ならないように頼み盛ねて5層とした｡

金網は上に7本,下に2本の軒径18mmの棒鋼ではさ

み.コンクリート板に冶び付け固定した｡tZストル(

より燃焼しやすいように.コンクリ-トブt}I/クと棒鋼によって

作った台を通称する用語として使用した)は,Fig.2に

示すように,JtSA-5006空朋コンクl)-トプt.ック4僻を位き,直径25mmの棒
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Fig.2 Fircpuce.銅をわたしで構成した｡なお｡ストル

は庇内地面をならした後に.全面にトタン板を放き,そ

の上にむしろを拡げ,その上に設置した｡その他,各-いの外側には,-いの

強化と空気孔を通

しての飛散防止のために,空気孔を避けて一面当り謝個の土のうを積みあげた｡

3.2 槻 薬包槻斬;英包,7.62mm小火解抑燕 (キャlJバー30,

骨通辞) 外装;ホ好 く板厚約20mm,寸故 238

×460x375榔mE内装;金属缶 (寸法,192x404×320mm)

実包5発を固定した装抑子2列をポール耗掛 こ入れ,その6個を挿入した和処′(ンド2

5抑 (60発/許)が金属缶内に収納されている

｡1箱当りの実包1,50発入り

｡供妖静薬箱放;21箱 (内1箱はl(X氾発入り)供拭合計爽包放;

31,000%合計苑射薬最;3.56(g/罪)x31,000(発)=110.4

(kg)3.3 畔英銀輯方法弾薬鰍 i.約記

ロストル上に,Fig.3に示すように=つの1t

,ツケに分け,各プT,ツクには鰍こ並べた3希を3段に積

み魂ね.さらにそれらの上に1希と2箱をそれぞれ典横し

た｡Fig.2に示されているように.弾薬称7't,ツケ聞間隔は2b .静茶箱

と両側壁間及び背後喫rm叩一柳まそれぞれ30,

22.5cmである｡3.4 増税方法弥鵜

稀と蝿問には,まきを典積し.さらに灯油をふりかけ,弥燕

を強制的に燃焼させる方淡をとった｡まきは斜材の廃材 (針葉

樹)で,長さ約40cn.政経約20cd)の東,

30束を使用 し,燃焼しやすいように斜め井げた状

に頼み束ねた｡丙悦及び背後鰍ま3段El称美乱柵 はl

段目弥薬箱の高さまでまきを典横し.野薬肴岡及びロ

ストル内鰍こは集積していない｡灯油は約18トを天

井から童としてまきの部分にふりかけた｡底部に流れた灯油はほとん

どむしろに吸収された｡点火は柾内肋方両側鰍こ故国した怒気発火式侶骨炎管によって行な
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枚胡及び判定8)燃塊及び破裂状況観測模擬火

薬蛾仰方向約100m の位田にある仇納所において.双眼

鏡と耳による規i札 及び16mm常連カメラによる

投影を行なった｡また.模擬火非駐正面折方約40m取れた位匠に,カラー及び赤外線ビIT'-オ正敏襲位

を放胆して.無人

でビデオ紀蛍を行なった｡b)破裂音記録模擬火邦雄側方

向,20m点2台.40および80m点に各1台のイ

ン′.'ルス轍密酎 計を配位して,3台のレベルレコーダ紀魚及びデータ

レコーダ妃軽を行なった｡C)温度P]定抑薬箱内5

点,JaZ内中心部4点及び蛾前面中央部3点の合計1

2点において.熟思対によるiA度制定を行ない.ま

た非放牧赤外線法によって,雄前面中心部縦犯81直径の円を見通した時

のi邑皮を粥定した｡d)飛散分布の潤定珊欣分布

は,蛾前面依30Jn.触 omに敷いた金択及びその代用

の "むしろt,ポt)エチレンシート上と.その外側.雄

内.庫何方に,Fig.4に示すような区画を放け.各区固執こ鮮丸 窮策及び完成称の各回収個

散を敢えて求めた｡5.枚測

及び測定結果5.1 燃焼.破裂状況脚 括果各級脚及び測定結果の辞細IL 搾報告掛こゆすり. 15Fig.4 Recoycry

scclioTlSOf

ammunitionhp erLt8.

ここでは.それらのうち立弊な現銀を,経過碕

間にしたがって抱合的にまとめる｡ここに,価

の天井,前面から出た炎.億の状況は現地双眼鏡と16mm常迎映両.碑内の高阻炎と弾薬称,まきの

動きは赤外線テレビ,餌内の炎や飛放物の動きはカラ

ーテレビ等の硯荊結果,また破裂音の発

生状況は音圧レべlレ測

定結果をもとにまとめた.0燃焼破裂状況の絶括0分:倍骨炎掛 こよ1て点火.20秒後まきの部分を炎

が昇り始め,35秒後に炎は欣内全

体に広がる｡凪の彪管によって右側の炎が敦い｡1分 :成内全体を炎おおう.天井から20

-30czbの高さの炎が出る,燈は少ない｡

2分 :中心.左後部の火野強い｡燈の

丑多くなる.左側前缶まきはわずかくずれる｡

3分 :天井から多血の炎と榎.炎の高さ1.

5m｡4分 :中心部火柳 に強い (灯油の燃焼か)｡

5分 :両側まき称の炎強くなる.天井

上炎の高さは2m位.崖の発生は少なくなる.

6分 :火勢全体に致い.7分:火勢やや拓ちる｡

8分 :右側的政上段の肺肌方に好下.他の箱,まきは

全く敷かず.天井上炎の拓き2.5-3

m.前面外方に時 炎々伸びる.榎の血多くなる｡

9分 :まき,称よく燃え.火勢強い｡まきわずかづっ

くずれ.9分50秒後右的列下から2段目以上の籍



lo牙:右側飾まき.搭下した軒の近くに大きくくずA,

その称分でよく燃える｡

11分 :典横状位の箱もよく燃え.側面木の碇はじける｡

11分扮砂後に右肺恥で投初の破触 生｡その後よ

く燃えているその抑分T･,11分封砂枚数秒開府で.

11分50秒後から間隔が段々とせままって.多飲の

破裂発生｡

12分:右前方の他.左肘方でも破桝 生｡12分30秒後

から1秒間に散発以上と破軸 生増加｡天井上炎

の高さ3-3.5m｡

13分 :左側での破裂多くなる｡まきわずかづつくずれ

落ちる｡菅はほとんど連続的に発生.

14分 :左肌榔絡二段日以上.肋方にゆっくり傾き落下,

まきが徐々にくずれる｡右上段の掛 まもえっさ.

実包の塊がL時々搭下,銀将状他の箱内でも破裂発

生｡木片柾内で盛んに舟う.膏は迎庇的.一段と

昔が布くなる.

15分 :典樹状放衝内T･の破裂相加,もえっきた上段称

から実包の塊り時 搭々下,その部分で炎がLあがLる｡

天井上,炎の高さ3.5m｡

16分 :上段箱での破裂著しい.破裂で木片がとはされ,

皮内で盛んに舞う｡

17分 :全件がよく燃え,まきのくずれ搭ち多くなる.

炎はこの頃が庇も強く,天井上.4mの高さ.左

右両方の中央蕗2段目以上の符荘下.またはもえ

っきて,中味実包芹下｡前方-の珊放物著しい｡

18-19分 :全体に炎敷く.背後鰍こ2段目が洩る他は

全ての箱落下.実包盛んに政弘 木片盛んに舞う｡
訟分 :火勢ややおち,炎の高さもやや低くなる｡天非

金網たれ下がる｡

21-22分:炎は碓内全件をおおうが下恥で特に強い｡

抑非,木片盛んに舞うが,天井にぶつかるのは少

ない｡22分後が破裂痕も盛ん｡

23分:炎窮まるがまだ時々天井上に出る｡租耐所偶コ

ンクIJ-ト横膨らむ｡

24-25分:炎はほとんど碇内下半分に限られ,強くな

ったり弱くなったサする.天井上に出る炎は時々

でわずか.僅少し,24分30秒後から帝のレベル少
しおちる｡

26-29分:重い炎は部分的.破裂個所にともないあら

■ lO 19
(min)
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らこちらに立ち上がる｡天井上,肋方にとび出す

炎はなくなる｡破裂音はやや間欠的となる｡

30-35分 :炎蛾内上半分にのぴるのは時々,破裂音は

間欠的, 1秒抑こ秋発色硬｡

36-38分 :弱い持紋炎はあるが,強い炎は破裂偽所の

み,1秒間に1-2苑の割合で破裂｡

39-45分 :持統炎なくなり.鼓動個所のみに炎があが

る｡曹1秒間にl回位.帝の大きさ低くなる｡

46-50分,菅のnq附やや長くなり.故殺個所の炎も弱

くなる｡

51-53分 :時 破々裂苑生.晋の刑関2-3秒

53分30秒 :炎ほとんどなくなる｡消火開始,蒸気発生｡

消火中1発破裂.他欺苑弱い破裂

56分 :帝l回消火終了,その後l発破裂

1時間21分-28分間:邦2回消九 以後破裂菅,崖なし.

5.2 破裂音及び温度測定結果

模擬火薬庫側方向20m点における破裂音紀録結果の

一例をFig.5に示す｡これはIrJ-タレコーダ記魚デー

タを高速度グラフイ･/クレコーダでdBFimpuLseと

して再生したものであるが,この場合はデータレコー

ダの周波欺応答が625Hzまでで,そのために高周波

成分が大きくカットされ.また患者計が20-40分間後

は飽和しているので,示されているレベルの高さはあ

まり意味がない｡しかし音圧レベルの相対的変化及び

破裂音の発生頻度を沈みとることができる｡なお他の

尾管計による測定では.破裂音の政も高い22-23分後

間は,初期破裂及び終期破裂時の音圧レべIL,よりも12

-13dBFimpulseも高いレベルとなっている｡

軌匿測定結果については別報告h)に辞しく述べられ

ているので,ここでは簡単に結典の一例を妃十にとど

める｡

弥薬箱内温度は,途中計測線の挿啓か将断のために

測定できなかった｡火薬庫中心部地面から 40-160cn

の位匿の温度は,いずれも灯油からの炎の温度を示し

ていると考えらTL,封秒後から急上昇し,I-2分後

には700-12軸℃の極大に遺した後.450-800℃に低

Table1 Distributionoftestdebrisre00vered.

二言 Item:! U禁 cdtsd Q Lrtridg¢C8与eS PTOjectile
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下し,3-4分投から徐々に再上昇し.8-12分後に

は 1100-1200℃ を越え,その結果熱奄対は南野した｡

火薬成人口中央称,地面から35-115cm位班の刑定

温虚礼 各約2.6.9分稜に約500℃ のピークを示す

那.約16分後生では平均的には200から500℃ と非常

にゆっくりと上昇している｡それから乱射ま急上昇し,

19-23分後間は約 1000℃ の政高阻度を推持した｡そ

の後.温度は上昇時よりも比較的急に低下し,3031枚

soo℃,35分彼 200℃,45分彼には100℃ となった｡

火薬庫前面中心釣直径 20cIZIの円を見通した非接触

赤外掛 こよる内定ia皮は.炎や背後壁の相射温皮を測

定していることになるが.政市温齢こ連するまで札

不軌脚こ大きく変化しながら,ゆっくりと上昇し.12

分役からやや急上昇し.20-24分後閑は約 100げC の
最高温度を推持する｡その後は上昇時とちがってなだ

らに低下し,30分後には600℃以下となった｡

5.3 飛散物の回収と飛放物の分布

未発火の実包,邦英及び弾丸の区画毎の回収結果を
Tablelに示す｡乗発火の爽包及び発火して分解した

英美は全教計敢したが.弾丸岬侍については.成内に

あるものは計敢しなかった｡桑葉の回収県から.回収

率を弄定すると次のようになる｡

全英包簸 31,000発

全回収燕菜款 30,528発

(回収未発火実包款+回収非莱欺)

未回収欺 472発

回収率 98.5%

雌内及び碇から5TTI以内の回収中 94.2%

未回収分は,放近傍での回収もれ (水びたしとなり

土のう等の土とまじりあったため)と35m 以上に飛

放した回収不能 (あLが繁って発見不能)分であろう｡

これらの回収結果から井出したIm')当りの平均窮策回

収数をT8blC2に示す｡

5.4 英噴散の填… 庫の状況

コンクリート板壁は全体的に約 2mmとほんのわず

かだけ外側-膨らんでいた｡ただ硯粥所tm虎 l牧だけ

は約10mmと少し膨らみが大きかった｡天井の銅棒及

び金網は中心部で160mm.入口中心伽で70mmとかな

り大きく垂れ下っていた｡

コンクリート板壁の傷跡は,1枚につき6.-SO個,

また下方の板ほど多く賢めらA,また戯下部の板につ

いては一両軌部将のために判別不億で･あった｡それら

の傷跡のうち半欺以上は,節突痕か私刑軌 こよるもの

か見分けがつかない｡このような状況からみて.帝薬
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Section ScctionaEea(m2) ",eucTybee.redOE(Tuujdd5)ccLLSeS (Fkn esnt,
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飛散物のエネルギtlも コンクリート板に大きな所突

痕を排さない程度の低いものであることがいえよう｡

6.換肘及び考案

6.1地境状破

約Fl少し雨が降ったが,まきにはシートをかぶせて

あったので,まきは睡嬉な紀馳状憩でも湿った状愚で

もない｡まきは針桑折の製材廃材からとったものであ

り,あまり火力.火もらはよくないと思われる｡

燃焼加速のために,灯油18Lをかけているので,初

期には.まきや弾薬箱額面にかかった灯油の燃焼,吹

いで,むしろに吸収された灯油の燃焼が起った｡この

場合の燃焼は,時 吹々いた最大で風速2m/sec程度の

風の好管を受けて,炎の強い部分が時 如々き.且があ

る時は右脚前缶の燃焼が救しくなった｡灯油が主の燃

焼は7分役位まで放き,その後まき,木箱の低能が汲

しくなった｡そのような燃焼によって木箱がゆるむか

または消失して.弥薬箱が落下し.それによって散ら

ばった爽包が高温まで加熱され ます瓜初に破裂した｡

次いで折方の下の方の段.また中央の木箱が燃え,

そこから実包の塊りが落下し.さらには木箱ごと前方

に搭下した.中央2段目以上の木箱が搭下した頃が最

も高い炎があり.それから数分掛 こ輔射温度はピーク

になり.実包の政も盛んな破裂が起った｡25分後には

瀬しく燃えている可燃物はかなり少なくなり,35-40

分筏にはほとんど燃えつきた｡

初期の灯油の捻境よりも,それに引き耗いたまきや

木箱の燃焼の方がより救しく,炎.堀射温度ともはる

かに高くなった｡このことから当来故はいわゆるBon-

Lire爽故といってよいであろう｡なお.もっと燃料

油の血が多く,その燃焼がもっと盛大に全燃焼に影響

する場合には BonGreCookoll 妖故 と称されてい

♂)｡当来故における燃焼は4m以上に連する炎を出

し,偲射温度もかなり高かったので.爽包火薬庇をシ

ミュレートする限りは,政も過缶な燃焼であったとい

えよう｡

6.2英包の破裂

爽包の破裂は,点火して11分20秒後とかなりの時間

を経過した故に.まず前方に拓下してバラ′(ラに散ら

ばったものから始まった｡14分後には.典萌された状

蛙の籍内でも実包の破裂が始まった｡実包の破裂は18

-25分役の岡に最も典申して起り.昔は連投的で職

の場合よりも15dB位音圧レべIL･が布くなっており,

この時m内に非常に典申して破裂が起ったことがわか

る｡横井ではあるがこの時関内に全体の 70% 位の実

包が破裂したと考えられる｡なお,この時抑ま頼射温

度が政も補い時間に-敦している｡

その後,燃焼が弱くなると,破裂の頻度は徐々に滅

っている｡35-40分位昆過すると.ほとんど持続した

炎はなくなり.余熱によって時 局々所的な破裂が起き

る｡そのような破裂の際は.苑射非の燃焼かまたは破

裂によって吹きとばされ空包と接触して炎が立ち昇

る｡50分経過したあとも1-3秒間に1回と破裂が引

き絞いた.もし消火をしなければ.その後かなり時間

が軽過しでも舷裂が起ると思われるが,その敦はわず

かであろう｡

政も狐申して破裂が起った18-24分役間の音圧レベル

はわずか振動的となって.その問のど-クと平均レベ

ルPqの丑は7-8dBとなっているが.そのど-クはあ

る虫の爽包が瞬時に破裂したということを示すもので

はなく.蕗分的な破裂の合計数がL多くなったというこ

とを示していると考えられる｡このようなことから.

大杯分の爽包は,直接接した炎や前曲賂塩物熟覧によ

って破裂したと考えられ.燃焼していない物質からの

熱伝導や防接実包の破弓削こよって.大政の実包が瞬時

に破裂することはないと考えられる｡

6.3 線且発生の可能性

燃焼によって樽見が発生するためには,燕丘にもよ

るが.昭和43年の日出生台突放7)における熊色火薬に

開する光政結果から考えて,400-500m/sec以上の火

炎伝撫または伝火速度で燃焼する必要がある｡

したがLつて,敢万発の爽包の燃焼によって爆風が発

生するためには.大部分の実包が･5m馳亡以内で瞬時

に破裂するか.また比実包破裂の破裂伝搬速度が 4(カ

ー500m/sec以上 となる必要がある｡このような現象

紘.燃焼.破裂状況租河括架からみて.明らかに起り

紺ないといえる｡

これとは別に.昭和45年の開山爽故8)における大魚

無塩火窮の貯蔵燃焼突放結果から.無塩系発射薬はか

なり大政であっても爆風を発生するような燃焼は起さ

ず,またうすいプlJキ坂でさえ火炎を伝わりにくくし.

伝火をさまたげることが示された｡

このようなことから,燕英にはいった発射薬はいく

ら大政であっても,全体が瞬時に燃焼することはなく.

したがって,大丑に典積された爽包の燃焼によって爆

風が雅生することはないということができる｡

8.4飛放物の飛散エネルギー

辞薬代放物の轍 分布lも コンクリート側壁と天井

金柄のために不規倒となり,捉計的な解析はできなか

った｡それで,ここでは鑑定のもとで柵放物エネルギ

ーを検討する｡滅定された政大冊放搾取は35m(それ

以上のところはあLが繁っていて回収不能であった)

で.その近傍での回収数は4個だけであったが.30m

以上に飛んだ珊放物は英美52佃.弾丸79価とかなり欺

多い｡

-Jα!- エ粟火薬性会誌



ここでは近似的な評価のために,倣大飛慨拒鮭を60

mであったとする｡これは TAblC2の飛散物密度から

申漸 して,かなり妥当な俵と考えられる｡さらに飛散

物の射出角度をJSoとし,空気抵抗を無祝した近似計

井を行なうと

弾丸のエネルギー 2.88m.kg

英美のエネルギー 3.81m.kg

となり,それらの初速は24.25m/socとなる｡3.8lTn.

kgのエネ′レギIIも 390gの物体を1mの高さから落

下させた時のエネルギ-に等しく.これから弾薬珊放

物は非常に危険な飛散物ではないと考えることができ

る｡

なお,DOD5154T458)の危険な破片の定跡 こよれば,

その限界伍は5曲IIbs.すなわち8.02m.kgである｡

爽故活魚から推定した最大飛放物エネルギーはその位

よりも十分に低い｡なお,コンクlJ-ト板壁-の衝突

痕もまた,弾薬燃焼飛散物が非常に危険な飛散物では

ないことを示している.

6.5 火薬庫構造,その他

コンクl)-ト板壁はわずかに膨らみ,金網及び棒鋼

は軌 こよって垂れ下がったが.それらが十分に耐熱性,

耐火性のものであれば,火薬館外-の飛散物は完全に

防ぐことができるであろう｡なお藁英の微細破片は金

網を通して外方-飛び出たが,それらは露丑が軽いの

で,危険な飛散物とは考えなくとも差し支えないであ

ろう｡

その他,実敦の最後に水をかけて消火したが,何ら

典常な現射ま起らなかった｡多丘の水をかけることに

よって消火することができ.それによって以後の実包

の破裂を防ぐことができるであろう｡

7. 捲 括

三方をコンク･J-ト粧べいで田み,天井を金網でi5

おい,一側方のみを開放にした模擬火薬庫内に,31.000

発の実包入り弥薬箱を集積し,その周関にマキを頼み

あげ.全体に灯油をかけて,それらを強制的に燃焼さ

せ,爽包の貯蔵に関する保安技術基準を検討し,次の

ような結果を得た｡

1) 当 Bonfire央敦における燃焼は,実包火薬柾
をシミュレートする限りは,最も過酷な燃焼であ

った｡

2) 大部分の実包は,直接摸した炎や高温燃焼物執

務によって加熟され,破裂に至ったと考えられ

燃焼していない物質からの熱伝導や隣接実包の破

裂によって,大息の央包が瞬時に破裂することは

ないと考えられた｡

3) 実包の重来にはいった発射薬は,いくら大政で

あっても,全体が瞬時に破裂することはなく,し

たがって,大魚に典横された実包の燃焼によって

爆風が発生するようなことはない｡

4) 弾薬飛放物のもつエネルギーは最大で2.9-3.8

m･kg.コンク')-ト板にわずかに衝突痕を成す

程度であった｡また,それらの火薬庫外-の釈枚

が,適当な金網とコンクリート板によって防止で

きることが明らかとなった｡

5) 以上の実数結果によって,実包火燕経の保安距

離は,7.62mm小火器弾薬については,現状より

も短縮することが可能である｡

〔付記〕

戟々の便宜を与えられた当火薬類の保安技術突放の

主催者である通産省立地公零局保安課の斉藤照光氏及

び化学技術研究所の日下市正夫氏に謝意を虫す｡また

当来敦の各範の測定は.日本産藁火薬会の松田幹蛙氏

を班長とした火薬メーカ計測艶 東京大学工学部古田

研究室,中央大学理工学部小林研究室,化学技術研究

所担当者の諸氏によって行なわれた｡ここに謝意を衣

する｡

なお.詳細なデータは,昭和56年3月,通産省立地

公専局保安課及び工兵技術院化学技術研究所保安環境

化学部によって出版される r昭和55年度,火藻類の保

安技術実敦報告乱 王城専原 (宮城県)｣に記されて

いる｡
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BonfireTestonC8日ber.30Cartridge

byEishiKURODA事,JunNAKAMURA +事andTadAOYOSHIDA小事

WeconductedbonfiretestonCaliber.30CartridgeinthelargescaleFieldex-

perimentsoncxplosiyessponsoredbytheMinistryandlntermtionalTmdcand

IndustryandAgencyofIndustrialScienceandTechnology.

Thctestwasperformedontheammunitionincontainerswhichcontained31.0

oorounds,piledupintheminiaturecartridgemagazine. Firewood wasloosely
staCkkedaroundLestitemsandfueloilwaspoundonthepile.

Obscr帽tionsbycolourandinfraredtelevisionsand16mmmoyies.measureme-

ntsoEsoundpressureleveIandtemperatureandestimationoLthedistribution oE

tcstlmgmentsrecovered,wereperformed.

Weconfirmedthatbustwaveswerenotbegeneralcdunderthe bonfire test

conditionasthis,tmLXimumenergyleveloEfragmentswasabout3.8m-kgandam-

munitionfragmenlsLlicdoutoEthemagazinewouldbepreveJlted bytheproper

concretephtesandwirenettings.

(I ShirakawaPlant,NipponK-okiCo,Ltd,Nishishiraknwa-gun,Fukushim8,

Japan.

++NationalResearchInstituteofPoliceScience,Sanbancho6.Chiyoda-ku.

Tokyo,Japan.

叫.DepartmentofReactionChemistry,FacultyofEnginccring.TheUniversity

oETokyo.‖ongo7-3-1,Bunkyo-ku,Tokyo.Japan.)
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fE磁漉砲 米･ソが放って胸先

光エネルギー省のローレンス･リバモア研究所と

I,久･7ラモス国立研究所は国防橡省の依頼を受け

て,旬碇波の技術を利用した全く新しいレ-ルガン

という名の砲を開発中である｡この砲は点も厚い装

甲の戦柾や碓 {･もぶち抜くことが･できるだけ{･な

く.将来はt)ケットによる方法ではなく.この方法

T･弾道ミサイルを宇宙に打ち上げることもできると

いう｡

レ-ガンのしかけは.浮上式高速列串に使われて

いる直流リニア･モーターの原理を利用したもので,

一対の脚 のレ-ルの問に高いfB圧をかけて.弾丸

を発射させる.弥丸そのものはプラスチック鞍で.

その基底掛こ金偶の符膜が漁ってある｡ここに百万

7ンペアの奄免がL流れると.金属の押頂が.ち上う

どヒューズのようにq)座に蒸発し,屯殿 したガ ス

(プラズマ)状他になる｡このプラ*了の中を売れ

る偲兎で良卓ができ,それがレール砲流でできる也

場と反発しあって.弾丸を駒に押し出す大きな力を
作り出す｡

このため将来は秒速150キt,の高速も期椅できる

那,今のところは固形スープのサイコt,のような大

きさのものを同10キt)と米陸群のもつ瓜も高速のラ
イフルの十倍.ちょうど宇宙船と同じほどの速度で

釈射しているという｡堺日新脚 昭和55年11月13日

(舶田英司)
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